
Ｊ一
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
家
族
研
究
の
変
遷

く
世
界
的
に
ゑ
て
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
家
族
お
よ
び
婚
姻
の
在
り
方
は
、

欧
米
と
も
、
ま
た
他
の
い
わ
ゆ
る
第
三
世
界
と
も
違
っ
た
、
異
質
な
も
の
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
が
本
来
的
に

持
っ
て
い
た
特
質
と
言
う
よ
り
も
、
歴
史
的
、
宗
教
的
、
地
理
的
あ
る
い
は

政
治
経
済
等
の
諸
事
情
か
ら
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
特
質
、
あ
る
い
は
政
策

的
配
慮
に
よ
る
性
格
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
一
五
世
紀
に
ス
。
へ
イ
ン
の
（
た
だ
し
ブ
ラ
ジ
ル
の
承
は
ボ
ル
ト

ガ
ル
の
）
植
民
地
に
な
っ
て
以
来
、
独
立
後
程
経
て
独
自
の
立
法
を
為
す
一

九
世
紀
ま
で
、
施
行
さ
れ
た
の
は
本
国
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
法
で
あ

っ
た
。
ま
た
法
制
度
の
承
な
ら
ず
宗
教
上
も
、
本
国
の
ロ
ー
マ
ン
・
カ
ト
リ

ッ
ク
の
浸
透
は
徹
底
し
た
も
の
で
、
表
面
的
に
は
今
に
至
る
ま
で
、
カ
ト
リ

ッ
ク
一
色
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
（
も
っ
と
も
払
拭
し
切
れ
な
い
土
着

の
信
仰
の
存
在
が
家
族
研
究
に
と
っ
て
は
ま
た
興
味
深
い
点
で
も
あ
る
が
）
。

従
っ
て
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
家
族
お
よ
び
婚
姻
観
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
で

あ
る
ス
。
へ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

世
界
的
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
婚
姻
非
解
消
の
教
義
に
よ
っ
て
法
的
に
は
離

婚
の
出
来
な
い
国
が
、
一
九
七
○
年
代
ま
で
圧
倒
的
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

〔
学
界
展
望
〕

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
家
族
研
究
（
メ
キ
シ
コ
を
中
心
に
）

奥
山
恭
子

に
集
中
し
て
い
た
事
実
が
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
後
述
す
る
よ
う
に
、
七
○
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
に
か
け

て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
家
族
法
変
革
が
起
こ
っ
た

が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
世
界
的
傾
向
で
も
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
離

れ
と
同
時
に
、
自
国
の
法
制
度
を
も
っ
と
社
会
の
実
情
に
即
し
た
も
の
に
せ

ん
と
す
る
、
国
民
の
声
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
過
程
は
家
庭
を
遺
棄
し
た
夫
に
対
し
、
従
来
は
泣
き
寝
入
り
が
当

然
で
あ
っ
た
も
の
を
、
法
的
手
段
に
訴
え
て
ア
リ
モ
ニ
ー
を
是
が
非
で
も
取

る
と
い
っ
た
庶
民
レ
。
ヘ
ル
で
の
変
化
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
て
事
実
婚

の
保
護
を
デ
ク
レ
ト
（
法
令
）
で
徐
々
に
改
正
し
て
い
く
等
立
法
レ
・
ヘ
ル
の

変
革
も
あ
っ
た
。

筆
者
が
留
学
中
の
一
○
年
前
は
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
貧
富
の
差
、
ま
た
そ
れ
に
よ
る
階
級
格
差
な
ど
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
諸
国
は
ど
こ
も
、
多
く
の
社
会
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
通
常
文
盲

率
や
義
務
教
育
就
学
率
は
統
計
上
は
極
め
て
完
壁
に
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

現
実
に
は
学
校
へ
行
く
よ
り
も
路
上
で
物
乞
い
を
し
た
ほ
う
が
家
計
の
足
し

に
な
る
と
考
え
る
親
が
低
所
得
層
に
は
少
な
か
ら
ず
居
る
こ
と
が
歴
然
と
し

て
い
た
。
し
か
も
数
と
し
て
は
国
民
の
ご
く
一
部
で
あ
る
中
流
以
上
の
者

は
、
概
し
て
そ
う
し
た
低
階
層
者
の
存
在
を
無
視
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
近
頃
、
そ
う
し
た
国
民
自
身
の
中
か
ら
、
現
実
を
直
視
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
訴
え
、
あ
る
い
は
実
践
す
る
例
が
多
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
良
い
例
が
、
一
九
七
三
年
に
初
版
の
出
た
『
Ｍ
ｅ
ｘ
ｉ
ｃ
Ｏ
Ａ

ｍ
ａ
ｒ
ｇ
Ｏ
《
一
が
毎
年
版
を
重
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
書
は
メ
キ
シ
コ
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の
日
刊
新
聞
の
記
者
が
五
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
ル
韻
ル
タ
ー
ジ
『
一
で

あ
る
が
、
イ
ン
デ
ィ
オ
や
米
国
と
の
国
境
付
近
の
居
住
民
か
ら
聞
き
取
っ

た
、
彼
ら
の
生
活
実
態
や
心
情
吐
露
、
あ
る
い
は
都
市
と
農
村
の
生
活
の
中

で
わ
き
お
こ
っ
て
い
る
様
々
な
問
題
な
ど
を
書
き
記
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば

メ
キ
シ
コ
の
恥
部
の
暴
露
と
も
い
う
べ
き
書
で
あ
る
。
一
○
年
前
上
流
層
の

人
間
は
、
同
書
の
存
在
を
無
視
し
よ
う
と
す
ら
し
て
い
た
が
、
同
書
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
、
貧
民
層
の
子
の
教
育
や
、
女
子
の
妊
娠
・
出
産
教

育
と
憲
法
上
の
健
全
な
家
庭
育
成
規
定
の
関
連
性
、
あ
る
い
は
父
親
の
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
と
家
庭
崩
壊
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
、
今
や
社
会
学
、
法
学
、
女

性
問
題
等
々
の
分
野
で
、
こ
ぞ
っ
て
研
究
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

うこ
家
族
関
係
の
法
改
正

く

メ
キ
シ
コ
で
は
一
九
七
五
年
以
降
民
法
改
正
が
相
次
ぎ
、
そ
の
大
半
が
家

族
関
係
の
法
で
あ
っ
た
た
め
、
「
メ
キ
シ
コ
家
族
法
の
大
変
革
」
（
一
九
七
九
、

メ
キ
シ
己
と
か
「
メ
キ
シ
コ
の
家
族
の
一
○
○
年
」
（
一
九
八
三
、
Ｕ
・

Ｓ
・
Ａ
・
）
な
ど
家
族
法
改
正
に
関
す
る
著
作
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
し
、
現
在
も
な
お
こ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
。
主
な
改
正
点
は
、
婚
姻

の
効
果
と
し
て
の
夫
婦
間
の
義
務
を
平
等
に
す
る
こ
と
、
父
性
推
定
の
件
お

よ
び
内
縁
の
三
点
に
大
別
で
き
る
。
七
○
年
代
は
こ
れ
ら
改
正
点
の
解
説
を

主
と
す
る
著
作
が
多
か
っ
た
が
、
八
○
年
代
に
は
い
る
と
「
婚
姻
お
よ
び
家

族
の
崩
壊
」
、
「
家
族
の
法
の
今
日
的
変
化
」
、
「
家
族
の
法
と
道
徳
と
の
関

係
」
あ
る
い
は
「
婚
姻
と
内
縁
の
本
質
的
差
異
は
何
か
」
等
の
テ
ー
マ
へ
と

論
点
が
移
っ
て
い
っ
た
。

ｊ三
人
権
問
題

く
と
こ
ろ
で
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
家
族
を
論
じ
る
場
合
看
過
し
得
な
い
こ

と
に
、
人
権
問
題
が
あ
る
。
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
の
政

変
の
多
い
諸
国
や
、
今
ま
さ
に
紛
争
中
の
ニ
カ
ラ
グ
ァ
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
、
エ

ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
等
の
中
米
諸
国
で
は
、
軍
部
に
よ
る
弾
圧
に
よ
っ
て
生
命

の
危
機
す
ら
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。
従
っ
て
政
治
的
権
利
の
承
な
ら
ず
思
想

表
現
の
自
由
、
教
育
の
自
由
あ
る
い
は
平
穏
な
家
庭
生
活
を
営
む
権
利
等
々

が
、
全
く
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
米

州
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ａ
）
が
米
州
人
権
裁
判
所
の
記
録
を
報
告
し
、
ま
た
国
際
法

律
家
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
が
機
関
誌
《
《
弓
言
勾
の
乱
①
弓
》
．
に
毎
号
「
世
界
の
人

権
」
と
題
し
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
我
々
も
多
少
の
様
子
は
知
り
得

る
。
し
か
し
そ
れ
も
氷
山
の
一
角
で
あ
ろ
う
。
自
由
な
学
問
を
求
め
て
、
ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
中
で
は
政
治
的
に
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
メ
キ
シ
コ

に
は
（
も
っ
と
も
こ
の
一
、
二
年
は
そ
れ
も
危
う
い
状
態
で
あ
る
が
）
、
他

の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
か
ら
亡
命
し
た
研
究
者
が
少
な
か
ら
ず
居
る
。

表
現
活
動
に
飢
え
た
彼
ら
の
姿
勢
か
ら
は
得
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
を
特

記
し
た
い
。

Ｊ四
都
市
問
題
と
し
て
の
家
族

く
な
お
近
時
、
都
市
問
題
の
一
環
と
し
て
家
族
を
考
え
よ
う
と
す
る
著
作
が

目
に
つ
く
。
農
村
人
口
の
都
市
流
入
に
よ
り
、
都
市
の
人
口
が
増
大
し
、
就

職
難
さ
ら
に
は
貧
困
問
題
が
生
じ
、
貧
困
家
族
の
抱
え
る
諸
問
題
が
い
っ
き

ょ
に
湧
き
出
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
経
済
学
上
の
ニ
ル
ヒ
ナ
ー
ド

ス
」
の
問
題
で
も
あ
り
、
出
生
児
数
、
教
育
、
住
宅
等
々
、
特
に
社
会
保
障
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と
の
関
わ
り
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
ま
た
夫
の
暴
力
に
耐
え
る

妻
や
、
夫
が
蒸
発
し
て
妻
子
が
残
さ
れ
る
例
な
ど
、
従
来
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
社
会
の
特
質
と
す
ら
言
わ
れ
、
学
問
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
も
、
社
会
学
、
心
理
学
、
精
神
医
学
あ
る
い
は
法
律
学
の

分
野
な
ど
が
注
目
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｊ五
歴
史
研
究
の
隆
盛

く
と
こ
ろ
で
法
律
関
係
で
の
近
時
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
歴
史
的
研
究
が

以
前
に
も
ま
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
一
つ
に
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
五
○
○
年
記
念
を
目
前
に
ひ
か

え
て
、
何
事
に
つ
け
歴
史
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う

（
も
っ
と
も
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
、
『
発
見
』
は
侵
略
者
側
の
観
念
で
あ
る

と
し
て
、
五
○
○
年
祭
に
は
関
心
を
示
さ
な
い
国
も
多
い
）
。

し
か
し
理
由
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
は
一
九

一
七
年
の
独
立
革
命
の
後
、
革
命
の
理
念
を
具
現
す
べ
く
、
同
一
九
一
七
年

に
、
土
地
の
私
的
所
有
は
公
共
の
利
益
の
た
め
に
制
限
さ
れ
得
る
と
し
、
あ

る
い
は
労
働
者
の
権
利
を
保
障
す
る
な
ど
社
会
主
義
的
色
彩
を
有
す
る
憲
法

を
制
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
数
度
の
改
正
を
経
て
は
い
る
が
、
こ
の
一
九
一

七
年
憲
法
が
現
行
憲
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
前
述
の
よ
う
に
家
族
関
係
法
の

改
正
が
相
次
い
だ
際
に
、
改
正
が
憲
法
に
関
連
し
て
い
る
場
合
、
一
七
年
憲

法
の
制
定
理
由
書
を
検
討
し
、
あ
る
い
は
制
定
時
の
状
況
を
探
る
等
、
一
連

の
史
的
研
究
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
背

景
と
し
て
か
否
か
、
八
○
年
代
以
降
、
い
わ
ゆ
る
史
的
資
料
の
復
刻
判
や
手

書
き
の
議
事
録
が
編
集
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
通
常
で
も
資
料
の
入
手
が
困
難
な
ラ
テ
ン
ァ
メ
リ
力
ゆ
え
、
我
を
外
国

人
研
究
者
に
は
こ
の
上
無
い
幸
運
で
も
あ
る
が
、
こ
の
歴
史
研
究
の
隆
盛
は

法
学
あ
る
い
は
家
族
研
究
の
承
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
浸
透
し
て
い
る

と
聞
く
に
お
よ
び
、
前
述
の
自
国
を
み
つ
め
直
す
目
と
あ
い
ま
っ
て
、
ラ
テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
の
行
く
手
を
示
唆
し
て
い
る
か
の
ど
と
く
思
わ
れ
る
。

Ｊ六
日
本
に
お
け
る
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
家
族
研
究

く

ち
な
ゑ
に
日
本
に
お
け
る
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
家
族
に
関
す
る
研
究

は
、
当
初
の
民
族
学
な
ど
限
ら
れ
た
分
野
か
ら
、
現
在
で
は
研
究
者
数
は
そ

れ
ぞ
れ
少
な
い
も
の
の
、
多
様
な
領
域
に
広
が
り
を
見
せ
て
き
て
は
い
る
。

例
え
ば
「
南
部
メ
キ
シ
コ
村
落
に
お
け
る
宗
教
と
法
慣
習
」
（
野
村
暢
清

他
）
は
文
化
人
類
学
や
宗
教
学
、
法
学
な
ど
の
学
際
的
グ
ル
ー
プ
の
手
に
よ

る
も
の
で
、
現
在
な
お
進
行
中
で
あ
る
。
ま
た
心
理
学
の
立
場
か
ら
の
検
討

や
、
家
族
関
係
の
法
的
研
究
（
中
川
和
彦
「
メ
キ
シ
コ
国
一
九
二
八
年
連
邦

民
法
典
①
」
一
九
八
二
・
成
城
法
学
一
二
、
奥
山
恭
子
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
諸
国
の
家
族
法
と
女
性
」
一
九
八
五
・
新
評
論
、
他
）
等
も
、
今
は
決
し
て

豊
富
な
人
材
で
は
な
い
が
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
世
界
的
重
要
度
や
日
本

と
の
関
係
等
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
地
域
の
研
究
が
今
後
重
要
性
を
増
す
で

あ
ろ
う
と
自
負
し
て
い
る
。

付
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
刊
「
一
フ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
法
制
度
」
（
一
九
八
八
）
が
最
も
網
羅
的
で
あ
る
。

ま
だ
雑
誌
論
文
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
刊
「
一
ブ
テ
ン
ァ

メ
リ
カ
法
律
雑
誌
記
事
目
録
（
欧
文
編
ピ
（
一
九
八
七
）
が
有
用
で
あ
る
。

（
帝
京
大
学
、
民
法
、
一
フ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
）
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